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１
．
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
と
は

第
9期

介
護

保
険

事
業

計
画

等
策

定
に

係
る

国
の

動
向

・
介

護
保

険
事

業
に

係
る

保
険

給
付

の
円

滑
な

実
施

を
図

る
た

め
、

介
護

保
険

法
第

11
7条

の
規

定
に

基
づ

き
策

定
・
国
が
定
め
る
基
本
指
針
を
踏
ま
え
た
策
定
が
必
要

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

介
護
保
険
事
業
計
画

・
高

齢
者

の
健

康
と

福
祉

の
増

進
を

図
る

た
め

、
老

人
福

祉
法

第
20

条
の

８
の

規
定

に
基

づ
き

策
定

【
ご
参
考
】
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
基
本
指
針
に
お
い
て
示
さ
れ
た
記
載
を
充
実
す
る
事
項
（
案
）

（
１

）
20

25
 年

・
20

40
 年

を
見

据
え

た
サ

ー
ビ

ス
基

盤
、

人
的

基
盤

の
整

備

（
２

）
地

域
共

生
社

会
の

実
現

（
３

）
介

護
予

防
・

健
康

づ
く

り
施

策
の

充
実

・
推

進
（

地
域

支
援

事
業

等
の

効
果

的
な

実
施

）

（
４

）
有

料
老

人
ホ

ー
ム

と
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

住
宅

に
係

る
都

道
府

県
・

市
町

村
間

の
情

報
連

携
の

強
化

（
５

）
認

知
症

施
策

推
進

大
綱

等
を

踏
ま

え
た

認
知

症
施

策
の

推
進

（
６

）
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

支
え

る
介

護
人

材
確

保
及

び
業

務
効

率
化

の
取

組
の

強
化
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3．
社
会
保
障
審
議
会
（
介
護
保
険
部
会
）
開
催
状
況

第
9期

介
護

保
険

事
業

計
画

等
策

定
に

係
る

国
の

動
向

20
22
年
4月
以
降
の
開
催
状
況

回
数

開
催
日

議
題
等

第
93

回
20

22
年

５
月

16
日

１
．

地
域

包
括

シ
ス

テ
ム

の
更

な
る

深
化

・
推

進
に

つ
い

て

第
94

回
20

22
年

５
月

30
日

１
．

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
更

な
る

深
化

・
推

進
に

つ
い

て

２
．

介
護

分
野

に
お

け
る

文
書

負
担

等
の

軽
減

に
係

る
議

論
の

進
め

方
に

つ
い

て

第
95

回
20

22
年

7月
25

日
１

. 介
護

人
材

の
確

保
、

介
護

現
場

の
生

産
性

向
上

の
推

進
に

つ
い

て

第
96

回
20

22
年

8月
25

日
１

．
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

更
な

る
深

化
・

推
進

に
つ

い
て

（
１

）

第
97

回
20

22
年

9月
12

日
１

．
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

更
な

る
深

化
・

推
進

に
つ

い
て

（
２

）

第
98

回
20

22
年

9月
26

日
１

．
給

付
と

負
担

に
つ

い
て

２
．

そ
の

他
の

課
題

に
つ

い
て

第
99

回
20

22
年

10
月

17
日

１
．

介
護

人
材

の
確

保
、

介
護

現
場

の
生

産
性

向
上

の
推

進
に

つ
い

て
（
注
）
グ
レ
ー
の
網
掛
け
回
（
第

99
回
）
は
今
後
の
開
催
予
定
（

20
20
年

10
月

11
日
現
在
）
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４
．
社
会
保
障
審
議
会
（
介
護
保
険
部
会
）
の
検
討
概
要

第
9期

介
護

保
険

事
業

計
画

等
策

定
に

係
る

国
の

動
向

①
検
討
会
の
進
め
方
に
つ
い
て

・
次

期
制

度
改

正
に

向
け

て
は

、
20

40
年

に
向

け
て

生
産

年
齢

人
口

が
急

減
し

、
85

歳
以

上
人

口
が

急
速

に
増

加
し

て
い

く
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
中

で
、

●
20
25
年
に
向
け
て
構
築
を
図
っ
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
更
に
深
化
・
推
進
す
る

●
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
大
と
労
働
力
の
制
約
へ
の
対
応
を
両
立
さ
せ
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る

と
い

う
視

点
に

基
づ

き
つ

つ
、

次
頁

に
掲

げ
る

よ
う

な
点

に
つ

い
て

順
次

議
論

す
る

。

◎
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
・
推
進

・
在

宅
・

施
設

を
通

じ
た

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
基

盤
整

備
、

住
ま

い
と

生
活

の
一

体
的

な
支

援
・

医
療

と
介

護
の

連
携

強
化

、
自

立
支

援
・

重
度

化
防

止
の

取
組

の
推

進
・

認
知

症
施

策
、

家
族

を
含

め
た

相
談

支
援

体
制

・
地

域
に

お
け

る
介

護
予

防
や

社
会

参
加

活
動

の
充

実
・

保
険

者
機

能
の

強
化

◎
介
護
人
材
の
確
保
、
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
の
推
進

◎
給
付
と
負
担

◎
そ

の
他

の
課

題

当
面
検
討
を
行
う
論
点

（
資
料
）
第

93
回
資
料
よ
り
抜
粋
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４
．
社
会
保
障
審
議
会
（
介
護
保
険
部
会
）
の
検
討
概
要

第
9期

介
護

保
険

事
業

計
画

等
策

定
に

係
る

国
の

動
向

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
・
推
進
（
１
）

（
※

）
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

更
な

る
深

化
・

推
進

（
１

）
の

個
別

テ
ー

マ
・

在
宅

・
施

設
を

通
じ

た
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

基
盤

整
備

・
医

療
と

介
護

の
連

携
強

化
・

自
立

支
援

・
重

度
化

防
止

の
取

組
の

推
進

・
住

ま
い

と
生

活
の

一
体

的
な

支
援

テ
ー
マ
別
の
論
点

（
資
料
）
第

96
回
資
料
よ
り
抜
粋

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

・
単

身
・

独
居

や
高

齢
者

の
み

の
世

帯
の

増
加

、
介

護
ニ

ー
ズ

が
急

増
す

る
大

都
市

部
の

状
況

等
を

踏
ま

え
、

地
域

の
実

情
に

合
わ

せ
て

、
既

存
資

源
等

を
活

用
し

な
が

ら
、

複
合

的
な

ニ
ー

ズ
に

柔
軟

に
応

え
て

い
く

た
め

の
在

宅
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

在
り

方
・

定
期

巡
回

・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

、
（

看
護

）
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

等
を

普
及

し
て

い
く

た
め

の
方

策
、

定
期

巡
回

・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

と
夜

間
対

応
型

訪
問

介
護

な
ど

機
能

が
類

似
・

重
複

し
て

い
る

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
の

位
置

づ
け

●
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

・
在

宅
医

療
・

介
護

連
携

推
進

事
業

に
つ

い
て

、
地

域
の

実
情

も
踏

ま
え

つ
つ

、
全

国
で

一
定

水
準

の
事

業
展

開
が

行
わ

れ
る

た
め

の
方

策
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【
提

案
内

容
●

】
テ

ー
マ

内
容

：
メ

イ
リ

オ
11

pt

４
．
社
会
保
障
審
議
会
（
介
護
保
険
部
会
）
の
検
討
概
要

第
9期

介
護

保
険

事
業

計
画

等
策

定
に

係
る

国
の

動
向

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
・
推
進
（
１
）

テ
ー
マ
別
の
論
点
（
続
き
）

（
資
料
）
第

96
回
資
料
よ
り
抜
粋

●
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

・
20

40
年

に
向

け
て

、
都

市
部

を
中

心
に

、
引

き
続

き
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

の
ニ

ー
ズ

が
見

込
ま

れ
る

中
で

、
地

域
の

実
情

等
を

踏
ま

え
た

対
応

と
し

て
考

え
ら

れ
る

こ
と

・
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

の
実

情
を

踏
ま

え
た

、
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

の
入

所
基

準
の

在
り

方
・

個
室

ユ
ニ

ッ
ト

型
施

設
の

整
備

目
標

の
考

え
方

●
施
設
入
所
者
に
対
す
る
医
療
提
供

・
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

に
お

け
る

医
療

ニ
ー

ズ
へ

の
適

切
な

対
応

の
在

り
方

・
医

療
提

供
施

設
で

あ
る

介
護

老
人

保
健

施
設

に
つ

い
て

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
よ

う
な

介
護

老
人

保
健

施
設

に
お

け
る

医
療

提
供

の
在

り
方

・
介

護
医

療
院

に
お

け
る

医
療

提
供

の
在

り
方

●
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
の
向
上

・
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

が
、

質
の

高
い

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
実

現
し

て
い

く
た

め
に

、
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

の
実

効
性

の
担

保
や

業
務

負
担

軽
減

等
を

含
め

た
方

策
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【
提

案
内

容
●

】
テ

ー
マ

内
容

：
メ

イ
リ

オ
11

pt

４
．
社
会
保
障
審
議
会
（
介
護
保
険
部
会
）
の
検
討
概
要

第
9期

介
護

保
険

事
業

計
画

等
策

定
に

係
る

国
の

動
向

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
・
推
進
（
１
）

テ
ー
マ
別
の
論
点
（
続
き
）

（
資
料
）
第

96
回
資
料
よ
り
抜
粋

●
科
学
的
介
護
の
推
進

・
科

学
的

介
護

の
推

進
に

向
け

て
、

ケ
ア

の
質

の
向

上
、

自
立

支
援

・
重

度
化

防
止

等
の

効
果

に
係

る
エ

ビ
デ

ン
ス

の
構

築
や

、
「

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

改
革

に
関

す
る

工
程

表
」

に
位

置
付

け
ら

れ
た

取
組

に
つ

い
て

の
仕

組
み

●
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

・
急

性
期

・
回

復
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
と

生
活

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
在

り
方

と
連

携
や

、
LI

FE
等

の
活

用
に

よ
る

高
齢

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
、

介
護

保
険

事
業

（
支

援
）

計
画

に
お

け
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

対
す

る
取

組
と

目
標

設
定

の
促

進
に

つ
い

て
の

方
策

●
住
ま
い
と
生
活
の
一
体
的
支
援

・
高

齢
者

の
住

ま
い

の
課

題
解

決
に

向
け

た
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

構
築

を
含

め
、

住
ま

い
と

生
活

の
一

体
的

な
支

援
に

つ
い

て
、

介
護

分
野

以
外

の
施

策
と

の
一

層
の

連
携

も
含

め
、

考
え

ら
れ

る
方

策
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【
提

案
内

容
●

】
テ

ー
マ

内
容

：
メ

イ
リ

オ
11

pt

４
．
社
会
保
障
審
議
会
（
介
護
保
険
部
会
）
の
検
討
概
要

第
9期

介
護

保
険

事
業

計
画

等
策

定
に

係
る

国
の

動
向

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
・
推
進
（
２
）

（
※

）
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

更
な

る
深

化
・

推
進

（
２

）
の

個
別

テ
ー

マ
・

認
知

症
施

策
、

家
族

を
含

め
た

相
談

支
援

体
制

・
地

域
に

お
け

る
介

護
予

防
や

社
会

参
加

活
動

の
充

実
・

保
険

者
機

能
の

強
化

テ
ー
マ
別
の
論
点

（
資
料
）
第

97
回
資
料
よ
り
抜
粋

●
認
知
症
施
策
の
推
進

・
認

知
症

施
策

に
つ

い
て

は
、

認
知

症
施

策
推

進
大

綱
に

お
い

て
策

定
後

3年
を

目
途

に
施

策
の

進
捗

の
確

認
を

行
う

こ
と

と
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
目

標
等

の
進

捗
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
、

施
策

を
推

進
し

て
い

く

●
家
族
を
含
め
た
相
談
支
援
体
制
の
推
進

・
家

族
を

含
め

た
相

談
支

援
に

関
し

、
進

め
て

い
く

べ
き

取
組

●
総
合
事
業
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方

・
市

町
村

が
、

各
地

域
に

お
け

る
総

合
事

業
の

在
り

方
を

検
討

す
る

の
を

支
援

す
る

の
に

あ
た

り
、

生
活

支
援

体
制

整
備

事
業

の
活

用
を

始
め

と
し

て
考

え
ら

れ
る

方
策

・
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

が
利

用
者

の
同

意
の

下
で

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
を

含
め

た
多

様
な

サ
ー

ビ
ス

を
ケ

ア
プ

ラ
ン

に
組

み
込

む
等

に
あ

た
り

、
適

切
な

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
を

選
択

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
方

策
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【
提

案
内

容
●

】
テ

ー
マ

内
容

：
メ

イ
リ

オ
11

pt

４
．
社
会
保
障
審
議
会
（
介
護
保
険
部
会
）
の
検
討
概
要

第
9期

介
護

保
険

事
業

計
画

等
策

定
に

係
る

国
の

動
向

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
・
推
進
（
２
）

テ
ー
マ
別
の
論
点
（
続
き
）

（
資
料
）
第

97
回
資
料
よ
り
抜
粋

●
通
い
の
場
、
一
般
介
護
予
防
事
業

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

流
行

に
伴

い
、

通
い

の
場

の
活

動
が

自
粛

さ
れ

て
い

た
状

況
も

み
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
感

染
防

止
対

策
を

図
り

つ
つ

、
活

動
再

開
や

参
加

率
向

上
を

推
進

す
る

た
め

の
方

策
・

閉
じ

こ
も

り
や

フ
レ

イ
ル

等
で

通
い

の
場

に
参

加
し

て
い

な
い

高
齢

者
に

つ
い

て
、

介
護

予
防

・
見

守
り

の
取

組
に

つ
な

げ
る

た
め

の
方

策

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
整
備

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

、
業

務
負

担
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

中
で

の
、

果
た

す
べ

き
役

割
に

応
じ

た
適

切
な

業
務

の
あ

り
方

・
総

合
相

談
支

援
業

務
の

質
を

担
保

し
つ

つ
業

務
負

担
を

軽
減

す
る

方
策

（
地

域
の

既
存

資
源

の
活

用
や

役
割

分
担

・
連

携
方

策
、

委
託

の
あ

り
方

を
含

め
、

ど
の

よ
う

に
考

え
る

か
）

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

体
制

に
つ

い
て

、
セ

ン
タ

ー
の

機
能

強
化

を
行

っ
て

い
る

自
治

体
が

あ
る

一
方

、
職

員
の

確
保

が
困

難
な

自
治

体
や

各
職

種
（

３
職

種
の

う
ち

、
特

に
主

任
介

護
支

援
専

門
員

）
の

配
置

に
ば

ら
つ

き
が

あ
る

中
で

、
考

え
ら

れ
る

方
策
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４
．
社
会
保
障
審
議
会
（
介
護
保
険
部
会
）
の
検
討
概
要

第
9期

介
護

保
険

事
業

計
画

等
策

定
に

係
る

国
の

動
向

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
・
推
進
（
２
）

テ
ー
マ
別
の
論
点
（
続
き
）

（
資
料
）
第

97
回
資
料
よ
り
抜
粋

●
給
付
適
正
化
・
地
域
差
分
析

・
介

護
給

付
適

正
化

の
取

組
を

強
化

す
る

観
点

か
ら

、
介

護
給

付
費

適
正

化
主

要
５

事
業

を
、

よ
り

効
果

的
・

効
率

的
な

取
組

に
見

直
し

て
い

く
こ

と
に

つ
い

て
の

考
え

・
介

護
給

付
費

適
正

化
主

要
５

事
業

に
係

る
取

組
状

況
に

つ
い

て
、

国
に

よ
る

「
見

え
る

化
」

を
行

う
こ

と
に

つ
い

て
考

え
・

上
記

の
介

護
給

付
適

正
化

の
取

組
の

見
直

し
を

踏
ま

え
、

現
行

の
介

護
給

付
費

適
正

化
主

要
５

事
業

の
取

組
状

況
に

応
じ

た
調

整
交

付
金

の
減

額
措

置
の

在
り

方
に

つ
い

て
の

考
え

・
保

険
者

に
よ

る
地

域
差

分
析

を
更

に
進

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
縮

減
に

向
け

た
取

組
を

よ
り

効
果

的
に

行
う

た
め

に
必

要
と

考
え

ら
れ

る
仕

組
み

や
ツ

ー
ル

●
保
険
者
事
務
の
広
域
化
・
効
率
化

・
保

険
者

の
定

常
的

な
事

務
を

効
率

化
す

る
た

め
の

、
広

域
化

の
更

な
る

促
進

や
民

間
委

託
の

拡
大

等
に

つ
い

て
の

考
え

・
市

町
村

及
び

都
道

府
県

の
介

護
保

険
事

業
（

支
援

）
計

画
の

策
定

に
係

る
事

務
負

担
軽

減
の

た
め

、
「

介
護

保
険

事
業

に
係

る
保

険
給

付
の

円
滑

な
実

施
を

確
保

す
る

た
め

の
基

本
的

な
指

針
」

の
見

直
し

を
含

め
、

考
え

ら
れ

る
方

策
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４
．
社
会
保
障
審
議
会
（
介
護
保
険
部
会
）
の
検
討
概
要

第
9期

介
護

保
険

事
業

計
画

等
策

定
に

係
る

国
の

動
向

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
・
推
進
（
２
）

テ
ー
マ
別
の
論
点
（
続
き
）

（
資
料
）
第

97
回
資
料
よ
り
抜
粋

●
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

・
保

険
者

の
介

護
保

険
シ

ス
テ

ム
の

標
準

準
拠

シ
ス

テ
ム

へ
の

移
行

に
当

た
っ

て
の

支
援

・
介

護
保

険
被

保
険

者
証

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
介

護
事

業
者

、
保

険
者

、
被

保
険

者
の

負
担

が
過

重
な

も
の

と
な

ら
な

い
よ

う
な

仕
組

み
の

検
討

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
今

後
、

20
25

年
か

ら
、

20
40

年
を

展
望

す
る

に
あ

た
っ

て
の

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

状
況

を
、

保
険

者
が

総
合

的
に

自
己

点
検

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

「
見

え
る

化
」

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

方
策

に
つ

い
て

の
議

論
の

推
進

・
保

険
者

が
、

さ
ら

な
る

負
担

な
く

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
既

存
の

取
組

に
お

け
る

指
標

等
を

最
大

限
活

用
す

る
こ

と
や

、
地

域
の

規
模

、
体

制
等

に
応

じ
た

方
策

を
複

数
検

討
す

る
・

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

が
目

指
す

目
標

の
実

現
に

向
け

て
、

保
険

者
が

、
施

策
や

事
業

の
優

先
順

位
に

つ
い

て
意

識
し

な
が

ら
取

り
組

む
こ

と
に

資
す

る
方

策
の

検
討

等
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４
．
社
会
保
障
審
議
会
（
介
護
保
険
部
会
）
の
検
討
概
要

第
9期

介
護

保
険

事
業

計
画

等
策

定
に

係
る

国
の

動
向

③
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
深
化
・
推
進
（
２
）

テ
ー
マ
別
の
論
点
（
続
き
）

（
資
料
）
第

97
回
資
料
よ
り
抜
粋

●
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
等

・
令

和
２

年
度

に
創

設
し

た
介

護
保

険
保

険
者

努
力

支
援

交
付

金
は

、
保

険
者

機
能

強
化

推
進

交
付

金
と

の
棲

み
分

け
が

明
確

に
な

さ
れ

て
い

な
い

現
状

を
踏

ま
え

、
こ

れ
ら

の
交

付
金

の
役

割
分

担
を

明
確

化
す

る
こ

と
に

つ
い

て
の

考
え

。
・

保
険

者
機

能
強

化
推

進
交

付
金

等
の

評
価

指
標

に
つ

い
て

、
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
に

つ
い

て
の

考
え

・
保

険
者

機
能

強
化

推
進

交
付

金
等

の
評

価
結

果
に

つ
い

て
、

地
域

に
お

い
て

評
価

結
果

を
共

有
し

、
当

該
評

価
結

果
も

踏
ま

え
た

保
険

者
等

の
更

な
る

取
組

を
促

す
観

点
か

ら
、

個
別

の
評

価
項

目
ご

と
の

得
点

獲
得

状
況

に
つ

い
て

も
公

表
す

る
な

ど
、

見
え

る
化

の
徹

底
を

図
る

こ
と

に
つ

い
て

の
考

え
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基本理念 

第８期ゴールドプランながはま21 

みんなで支え合い いきいきと暮らせる あたたかな長寿福祉のまち 

① 地域福祉の推進 

⑦ 介護サービスの確保・推進 

⑤ 介護・福祉人材の確保・定着・育成 

④ 健康づくり・介護予防と自立生活支援 
の推進 

③ 地域包括ケアシステムの推進 

② 社会参加の促進 

基本目標１ 
高齢者の尊厳が

保持される社会

づくりの推進 

基本目標５ 
身近な地域で、

利用しやすく、

質の高い介護サ

ービスの推進 

基本目標３ 
地域の多様な主

体による高齢者

の健康づくりと

介護予防の推進 

 

基本目標２ 
高齢者の積極的

な社会参加と地

域福祉の推進 

基本目標４ 
高齢者の自立を

支援する相談・

指導体制の推進 

 

⑥ 認知症施策の推進 

長浜市総合計画のめざすまちの姿 

新たな感性を生かし みんなで未来を創るまち 長浜 

政策３ 健康・福祉 ～いきいきと温かく生きる～ 

５つの基本目標 

７つの施策 

高齢者を取り巻く地域の生活課題にきめ細かに対応していくため、市民一人ひとりの地域福祉活動や支え合いの行動の実践
から、地域の絆の深まりとともに、これまで培われてきた協働の力を活性化させ、さらに市全体へと広がり、支え合いのあ
るまちとなることを目指し、基本理念を定めます。 

◆基本目標１：高齢者が幅広く社会活動に参画し、たとえ支援が必要な状態となってもその有する能力を生かし、地域社会
を構成する重要な一員として役割を持ちながら、高齢者の尊厳が保持されたその人らしい自立した日常生活
を営むことができる社会づくりを推進します。 

◆基本目標２：高齢者が生きがいを持ち、住み慣れた地域でいきいきと安心して暮らしていくために、身体を動かす機会や
自らの趣味を生かした生涯学習等、高齢者の積極的な地域活動、就労や社会参加を促進するとともに、支援
を必要としている人を地域全体で支える地域福祉を推進します。 

◆基本目標３：高齢者が生涯にわたり、心身ともに健やかに暮らせるよう、また、住民自身が運営する通いの場等の活動を
地域に展開し、人と人とのつながりを通じて参加者や通いの場が継続的に拡大していくよう、地域づくりに
関わる多様な主体と一体となって高齢者の健康づくりと介護予防の取組を推進します。 

◆基本目標４：ひとり暮らし高齢者や高齢者夫婦のみの世帯が増加している中で、多くの高齢者は在宅での生活を望んでい
ます。高齢者が自立して生活を送ることができるよう、身近な地域における総合的な相談・指導体制の整備
を推進するとともに、自立を支援する相談・支援体制を推進します。 

◆基本目標５：介護を要する状態になっても、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、介護サービスを推進します。また、
サービス量を確保するとともに、支援を必要とする人に良質なサービスが確実に行き届くよう、事業者や関
係機関とともに、介護保険事業の運営体制の強化に努めます。 

施策の体系 
資料② 



認知症施策の推進
～『認知症のある人とその家族にやさしいまち』を目指して～

１．認知症のある人の現状
〇長浜市の認知症高齢者の日常生活自立度判定基準*1Ⅱ以上の人

H29.4.1 R2.3.31

Ⅱ以上 4,123人 4,697人

認定者に占める割合 70.0％ 68.1％

65歳以上人口に占める割合 12.7％ 14.3％

出典：第７、８期ゴールドプランながはま２１

〇有病率

出典：第97回社会保障審議会介護保険部会参考資料（厚生労働省）

２．長浜市の認知症施策
認知症施策推進大綱（R1.6)

「共生」と「予防」
認知症の発症を遅らせ、認知症になっても希望を持って日常生活を
過ごせる社会を目指す

普及啓発・
本人発信支援

予 防
認知症バリアフリーの推進・
若年性認知症のある人への支援・
社会参加支援

医療・ケア・
介護サービス・
介護者への支援

長浜市オレンジプラン
重症化してからの相談が多いことや、介護者の精神的な負担が大きい（令

和2年度在宅介護実態調査）ことから、３つの目標のもとで事業を実施して
います。
〇早期に相談ができる
〇本人と家族が見通しをもって認知症に対応できる
〇安心して社会参加ができる

＊１ 認知症高齢者の日常生活自立度判定基準
高齢者の認知症の程度を踏まえた日常生活の自立度の程度を示すもので認定調査などに用

いられています。
Ⅱ以上とは、日常生活になんらかの困難さが見られ、見守りや介助が必要となる状態です。

資料③
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〇早期に相談ができる

家族の会

認知症疾患医療センター

かかりつけ医

・相談窓口の周知（チラシ、ホームページなど…）

・相談がつながりやすいネットワークづくり
・認知症の講演会や研修会の開催

〇本人と家族が見通しをもって認知症に対応できる

ケアパス

・ケアパスの作成と活用
・介護支援専門員や地域包括支援センター職員への
研修会の開催

・認知症サポーター養成講座や出前講座の開催

地域包括支援センター
認知症地域支援推進員

地域の商店など

民生委員

認知症初期集中支援

介護支援専門員

どうなるの？
（機能低下と
症状の変化）

介護増える？
仕事続けられる？

サービス事業所の専門職

民生委員や認知症サポー
ターなど地域のみなさん

16



〇安心して社会参加ができる

見守り訓練

出かける場づくり
認知症カフェ

SOSネットワーク おでかけあんしん保険

・社会参加の場づくり（認知症カフェなど）

・声を掛け合える地域づくり（サポーター養成、地域での見守り推進）

・万が一のための体制づくり

３．安定・継続した事業実施
〇財源の確保

地域支援事業 保健福祉事業

概要
高齢者を地域で支えていく体制を
構築するために市が実施する事業

介護予防・介護者支援のために市が
実施する事業

実施事業 認知症関連事業のほぼすべて
おでかけあんしん保険
（保険料のみ）

財源

※包括的支援事業・任意事業の場合

国・県・市：77％
１号被保険者保険料：23％
＋保険者努力支援交付金

1号被保険者保険料：100％
＋保険者機能強化推進交付金

〈保険料〉 無料

〈補償の内容〉賠償責任保険 上限1億円

店頭の商品を誤って落とし、

壊してしまった。

認知症サポーターの養成
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地域における介護予防・社会参加活動の充実
〜退職者世代への地域デビュー支援の取り組み〜

１.地域包括ケアシステムの推進

地域包括ケアシステムとは…
高齢者が重度な要介護状態となっても住み慣
れた地域で自分らしい暮らしを最期まで送る
ことができるよう、地域一体で支援する体制

地域共生社会の実現に向けて…
高齢者だけでなく地域で支援を必要とするす
べての人の暮らしを支えられるように推進さ
せていきます。

健康推進課
地区担当保健師

資料④

２.地域活動と担い手
〇就業している高齢者が増えている

出典：総務省統計局HP

〇地域活動やボランティアに参加する人は減少している

18



びわ男倶楽部の開催
対象：退職者世代（６０～７０歳）の男性
内容：仲間づくり・地域活動の研修、健康講座、生きがい活動講座（木工ベンチ作成）など

*１ 暮らしの支え合い検討会
地域住民が生活支援コーディネーター
などの専門職とともに地域の困りごと
を共有、解決に向けた仕組みづくりを
検討する会議

*２生活支援コーディネーター
生活支援体制整備事業において、地域の関係
者のネットワークを構築し、地域 ニーズに
あったサービス（生活支援ボランティア活動
など）を提案・創出する専門職
長浜市社会福祉協議会に事業委託しており、
14名のコーディネーターが活動している。

３.退職者世代への地域デビュー支援の取り組み
びわ地区の事例から

暮らしの支えあい検討会＊１

いつまでも楽しく地域で暮らしたい！
・地域で孤立しない関係作りが必要
・地域活動に活躍できる人材づくりが必要

地域に関わる専門職
生活支援コーディネーター＊２

地区担当保健師
地域包括支援センター職員 など

男性は孤立しがち…
・サロン等には参加しにくそう。
地域で交流できる場が必要

一緒に活動できて
楽しい！
もっと早く、こういう
場に来たかった！

【今後の課題】
・参加者をどのように地域の

活動と結びつけるか
・参加者が地域で活動を自主的に
行うような支援が必要

19
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 支え合いの地域づくり推進委員会について 

 

支え合いの地域づくり推進委員会とは 

単身あるいは高齢者のみの世帯が増加し、日常の生活支援を必要とする軽度の高

齢者が増加するなか、地域住民団体やボランティア、NPO 等多様な主体による、地

域における自立した生活を支援する取組を把握・整理し、また既存の地域資源では

対応できていない生活支援ニーズを特定し、資源開発を行うことが重要とされてい

ます。 

そのため、第３層協議体（自治会単位）、あるいは第２層協議体（市内 15 地区単

位）の取組状況や成果、課題をすいあげ、共有し横展開を図る、あるいは課題解決

に向けて連携強化を図ることを目的とします。 

また、これらの取組を介護保険制度の介護予防・日常生活支援総合事業と関連付

けた効果的な地域の支え合い体制づくりを検討していく場でもあります。 

 

 

 

◎令和４年度開催状況 

・第１回支え合いの地域づくり推進委員会 

   日時 令和４年１０月１３日（木）午後３時から 

   場所 長浜市役所 １階 多目的ルーム１～３ 

次第（役員選出、報告・説明事項、意見交換） 

会長選出 

      支え合いの地域づくり推進委員会とは（第１層協議体の説明） 

資料⑤ 

ココです！ 

市域全体の検討を行います 
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      長浜市生活支援活動の紹介 

      一般介護予防事業の主な取組み状況 

      第９期ゴールドプランながはま２１の策定に向けて 

 

≪会長選出≫ 

  事務局一任の声があり、委員長に安原秀男氏を提案し、満場一致で決定 

 

≪委員からのご意見≫ 

 ・コロナ禍で外出が減っている現状で、フレイル予防、特に若い世代からの予防が

重要となっている。 

 ・高齢者世帯への訪問や認知症のある人の見守りやターミナルケアなど、地域での

見守り支え合いや人とのつながりが大事になっている。 

 ・第２層協議体の熱心な取組を、第 1 層協議体で様々な地域で取組みが広がる支援

を行うことが必要。 

 

◎令和４年度開催予定 

・先進地研修 

日時 令和４年１１月１７日（木）１１時１５分から 

   行先：プラザ萬象（敦賀市東洋町） 

   内容：「第４回 地域共生社会推進全国サミット in つるが」 
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■ 長浜市高齢者保健福祉審議会委員名簿（任期：令和7年7月31日まで）＜敬称略＞ 
№ 種  別 所属団体等 氏  名 備 考 

１ 
学識経験者 

敦賀市立看護大学 畑 野  相 子 副会長 

２ 滋賀県立長浜北星高等学校 松 井  秀 徳  

３ 

保健医療 

関係者 

(社)湖北医師会 松 井  善 典 会長 密着委 支合委 

４ (社)湖北歯科医師会 川 﨑  傳 男  

５ (社)湖北薬剤師会 西 井  伸 善   

６ 長浜市健康推進員協議会 瀧 澤  順 子  

７ 

福祉関係者 

長浜市民生委員児童委員協議会 川 﨑  昊 密着委     支合委 

８ (公社)滋賀県社会福祉士会 中 村  真 理  

９ (福)長浜市社会福祉協議会 大 橋  知 子 密着委 

10 長浜市ボランティア連絡協議会 橋 本  洋 子 支合委 

11 
湖北地域介護サービス事業者協議会 

山 岡  健 一 密着委 

12 有 村  剛  

13 長浜市高齢者介護相談員 松 岡  時 代  

14 湖北認知症の人を支える家族の会いぶきの会 伊 吹  清 栄 密着委    支合委 

15 滋賀県介護・福祉人材センター ひこねセンター 中 村  勝 弘  

16 

被保険者 

代表 

長浜市老人ｸﾗﾌﾞ連合会（第１号被保険者） 𠮷村  三津子 密着委    支合委 

17 公募委員（第１号被保険者） 山 形  哲 夫  

18 公募委員（第１号被保険者） 茂見  ミチヨ 支合委 

19 公募委員（第１号被保険者） 三 宅  清 子  

20 公募委員（第２号被保険者） 北 川  奈 央 支合委 

21 行政関係者 滋賀県湖北健康福祉事務所 椙 山  隆 司 密着委 

22 その他市長が 

必要と認めた者 

長浜市連合自治会 川 瀬  良 次 支合委 

23 (公社)長浜市シルバー人材センター 藤田  美惠子 支合委 

 

１ 

専門委員 

大谷大学 山 下  憲 昭 支合委 

２ 西黒田きんたろうサポート会 藤 居  昇 支合委 

３ 余呉元気かい 三段﨑  靜子 支合委 

４ 浅井福祉の会 伊 藤  英 司 支合委 

５ 西浅井ふくしの会 安 原  秀 男 支合委長 

６ (福)長浜市社会福祉協議会 山 岡  伸 次 支合委 

７ 長浜市健康福祉部 宮 川  芳 一 密着委 

８ 長浜市健康福祉部長寿推進課 大 塚  宏 未 密着委 

※「密着委」…「長浜市地域密着型サービス運営委員会」 「支合委」…「長浜市支え合いの地域づくり推進委員会」 

資 料 ⑥ 



　　　「(第９期)ゴールドプランながはま21」策定スケジュール（予定）

日　　程

R４年度

４月 　介護給付・福祉事業状況調査 

５月

６月 　審議会委員改選準備

７月

｜

８月 ●第1回審議会（委員改選）

｜

｜

｜

｜

９月

｜

１０月

１１月 ●第2回審議会

｜

｜

１２月

｜

｜   在宅介護実態調査

｜   高齢者実態調査

｜

｜

２月 ●第3回審議会

｜

｜

３月

｜

R５年度

４月 　介護給付・福祉事業状況調査 

｜

５月 　計画の基本的な考え方の整理

｜ 　　↓　現状把握・現計画評価

６月

｜

｜

７月 国）基本指針案の提示

｜ 　　↓　サービス見込量の算定作業 

８月

｜

｜

９月 　基盤整備方針提起、保険料の算出作業

｜ 　　↓　計画素案作成

１０月 県との調整

｜

｜

１１月 県）支援計画作成作業

｜

１２月 　市議会報告

｜ 　パブリックコメント

｜ 　　↓　計画最終案

１月

｜

｜

２月

３月 　市議会上程、介護保険条例改正 

｜

R６年度

４月

国）改定基本指針告示
県）支援計画策定　計画答申、策定

≪第９期計画期間開始≫

●第6回審議会

　　↓

●第4回審議会

●第5回審議会

国）次期計画に関する基
本的考え方を提示

高齢者保健福祉審議会 国県の動向等

  高齢者保健福祉の推進に関する調査

　サービス見込量、保険料仮設定 

●第7回審議会

　市議会（着手時）

国）ニーズ調査等につい
て提示

　市議会（中間時）

資料⑦

介
護
保
険
部
会
等
で
制
度
改
正
の
議
論

・高齢者保健福祉事業の取組について

・介護保険事業の状況について

・第９期ゴールドプランながはま２１の策定について

・各種実態調査について

・国の動向

・国の当面検討を行う論点に関する市の取組状況

（認知症施策、地域における介護予防・社会参加活動の充実）

・国の当面検討を行う論点に関する市の取組状況

（介護サービスの基盤整備、介護人材の確保等）

実態調査結果分析、人口推計、給付分析、地域診断等

第８期の現状分析・評価、体系見直し案、計画骨子、計画素案等

体系修正案、計画素案、計画素案各論、給付見込等

パブリックコメント結果、保険料、提言書等
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